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Teaching Credentials in the ＪＥＴ Programme

ＪＥＴプログラムと教員資格
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はじめに

現在、ＪＥＴプログラムに参加するには教員資格は必要とされていない。よって、数多くのＪＥＴ参加者が英語を第２ヶ国語として教える正式な教育を受けていないまま、外国語指導助手（ＡＬＴ）か国際交流員（ＣＩＲ）の役割を勤めていることが現状である。

当報告書は以下のことを研究する。

１．教員資格を取得しているＪＥＴ参加者の観点から、資格を持っていることで自分の教え方はどう変わったか

２．ＪＥＴ参加者として 教員資格を持つことの利点・不利

３．ＪＥＴ参加者の教授能力を高めるために都道府県および政令指定都市が行っている事業

４．ＪＥＴ 参加者の教育能力を改善させる方法の紹介

調査方式

このレポートで使われている調査データ、そしてその分析は２００９年１１月にインターネットで実施した調査からわかったものである。回答者は２２６名の現ＪＥＴ参加者（そのうち、ＡＬＴが９６％、ＣＩＲが４％）であった。その中の３４.２％は２年目、３３％は１年目、１９％は３年目、９％は４年目、そして５％は5年目のＪＥＴ参加者であった。ＳＥＡ参加者からの回答はなかった。質問は多項選択式や自由記述式、リスト型質問との３つの種類が使用された。発信方法に関しては電子メール、ソーシャル・ネットワーキングサイトのＦＡＣＥＢＯＯＫ、ＡＪＥＴの公式ホームページ、ＡＪＥＴ都道府県別支部のウェブサイト、そして口コミなどを利用した。

結果・解析

回答者の２９％（７７名）は教員資格を持っているが、残りの７１％は持っていなかった。持っている方に次の３つの質問をした。①どんな教員資格を持っているか。②教員資格を持っていることによって仕事に役に立ったか。③クラ・文部科学省・外務省と総務省からもらった参照の間、何が役に立ったか。同様に、教員資格を持っていないＪＥＴ参加者にもクレア・文部科学省・外務省と総務省からもらった参照の間、何が役に立ったかという質問をした。このように、彼らにチームティーチングの効力をアップさせる方法を提案できる機会を与えた

教員資格を持っている回答者の中、３５％は高等教育資格・１９％は初等教育資格・１０％は教育の修士の学位・５２％は『その他』と答えた。『その他』を詳しくすれば、２０％はＴＥＦＬ・１２％はＴＥＳＬ・８％はＣＥＬＴＡかＴＯＥＳＬという資格を得ている。教員資格を持っている方の９８％はＪＥＴ参加者になる前に受けたものである。 
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ＪＥＴプログラムは教授能力の向上を図った情報や教材を十分に提供しているか？


教員資格を得た方の６７%（２７名）は仕事に役に立ち、１９％は大体役に立ち、１２％はやや役に立っていると答えた。一人の回答者は『学生の問題を予想することができて、理解もできる。または、学生のレベルに合わせて、練習帳を合わせることもできる』と答えた。また、ほとんど全部の回答者は教員資格を取得したおかげで、授業の準備が楽になり、教室管理のスキルや自信も身に付いたと主張した。

教員資格を持っていない方の６３％は教員資格を取りたいと答えた。その理由として７９％は将来の職のため・６３％は履歴書のため・４７％は新しい教えるアイディアを考えるため・３６％はよりうまく教室管理を行うために教員資格を受けたいと答えた。

全ての回答者に『最初に日本で授業を行ったときに、準備はできていたと感じたか？』と聞いた。１５％は十分に準備を整えた・３０％はほとんど準備はできた・３４％は少し準備はした・２１％は完全に準備不足だったと答えた。
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持っている種類の教員資格は？

  

『ＪＥＴプログラムは教授技能の向上を図った情報や教材を十分に提供しているか』と聞いたところ、１８％ははい・２５％は大体・３５％は少し（一番高い部分）・２２％はいいえと答えた。
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日本の学校での最初の授業の準備は十分でしたか？


回答者によると、ＡＪＥＴとＪＥＴプログラム提供の最も役に立っている４つの教材や情報は、Planet Eigo/Team Taught Pizza・県レベルおよび来日直後オリエンテーションであった。

結果分析

教員資格を持っているＪＥＴ参加者 

教員資格を持っている回答者に『最初の授業の前に知っておきたかったことは？』と聞いたところ、よくあった答えは日本での言語の教え方や教授形式、日本のカリキュラムの歴史・傾向、将来に関しての情報を知りたかったそうだ。さらに、学校や日本英語指導員の英語教育に対する目的などを知っていれば、学歴をより効果的に利用できたと思うと答えた。

教員資格を持っている方の６７％は、資格があることにより、非常に利益があると述べている。以下は４年目のＪＥＴ参加者からのコメント：

・・・授業の構成やメタ言語学の過程を考慮すると、授業企画に非常に役に立った。そして、授業企画をするときに、学生の様々なニーズ・才能・興味や学習形態などの認識があった。さらに、あらゆる学習方法に対応できるアクティビティの使い方や聴解・会話・読解・作文にあたっての教育法も身に付けることができた。

資格を取得していてよかったと思っているＪＥＴ参加者は大勢いるが、持っている技術や知識を活かせないことに対して悔しく思っているＪＥＴ参加者もいる。以下は３年目のＪＥＴ参加者からのコメント：

以前の経験から子どもにうまく教えるコツは掴んだが、私が学習した教育理論や方法（特に言語学習について）の使用のほとんどは認められていない。理由としてはこれらの方法は日本で長年使用されてきた英語教育法と違うからだ。

日本の教育制度について勉強を重ねることで、文化的な面で教師としてのキャリアを前進することができたＪＥＴ参加者の事例もある。以下は静岡県配属の３年目のＡＬＴからのコメント：

初めて来日した際に、日本における教育についてもっと勉強したかった。なので、ＪＡＬＴ（全国語学教育学会）に入ることにした。ＪＡＬＴとのつながりで、日本の教育を勉強することができ、自分自身が教師として成長したと思う。 

県および政令指定都市の活動事例

教員資格を持っているかどうかにかかわらず、ほとんどのＡＬＴは県主催の研修会が教授技術や方法の改良に参考になると思っている。例えば、教育委員会にて毎月会議を開いたり、教授セミナーを開催したり、レッスン企画などの出版物化を行ったり、情報共有を目的としたウェブサイトを立ち上げたり、そして参加者に教材を販売したりするところもある。ＡＬＴをより準備させるための県レベル活動を以下に紹介する。

島根県  

２００９年８月２６日に島根県松江市にて、初島根ＡＬＴ教授法セミナーが行われた。当研修会は新規招致者および再契約者を対象にしたものであった。内容は実践的なアドバイスや島根県オリエンテーションより詳しい日本の学校の様子説明と自己紹介の分科会も含められていた。再契約者にはお互い教えあう場が設けられ、非常に好評であった。それに加えて、地方大学の教授がゲストスピーカーとして参加し、出席者にとってプロフェッショナル英語教育業界に勤めている人から学ぶ貴重なチャンスになった。

予算が全く付かなったため、島根県教育委員会が市町村の同主体にＡＬＴへ特別休暇を与えるように要求した。しかし、正式な出張として認められていなかったため、旅費や宿泊費は全部自己負担となった。会場の島根県教育センターは無料で確保でき、当施設は前日行われた島根県オリエンテーションの会場と近かったため（ＡＬＴとボランティア運営助手は既に集まっていることもあって）、セミナーはその翌日に開催されることになった。ボランティアで参加したゲスト講師の旅費を賄うために、ＰＡは出席者から２００円ずつ募った。フィードバックは全体的に好意的だったため、２０１０年４月の春季休み中に改めてセミナーを開く予定を計画している。

静岡県

毎年、静岡県のＡＬＴたちはIt Takes 2というレッスンプラン集を出版している。第２２版目は去年リリースされ、第２３版目は現在作成中である。この事業は県内のＡＬＴからレッスンプランを募集したのち、その中から５０個を選び、１冊に合併させ、そして各県立高等学校の英語学部に郵送するという活動である。昨年のレッスン企画はウォーミングアップ・文法と語彙・祝日・世界問題・テーマレッスン・マルチメディア・そして長期企画との７つの部類に分けられた。

 

静岡県配属ＪＥＴ参加者が気軽にアクセスおよび検索できるオンラインデータベースでは、ここ５冊のレッスンプラン集から抜粋した授業計画を蓄積する計画が現在進行中で、完了日は２０１０年３月を予定している。

 

岐阜県

ＡＬＴ間の共有情報のほとんどはhttp://www.gifu-jets.comというウェブサイトを通して発信されている。当ウェブサイトでは、小中高学校で教えるＡＬＴを対象にした資料と英語ノートの英語翻訳がアクセス可能である。

北海道ＡＪＥＴ

数年前から、北海道ＡＪＥＴ支部はいくつかの英語教育法および日本での生活をテーマにした出版物の販売に取り組んでいる。これらの本の作成と編集は全部ＪＥＴ参加者が担当したものである。インターネット調査の回答者は以下の本が特に役に立っていると述べた： Eikaiwa Manual・The Guerrilla Guide: Surviving Japanese Primary SchoolsとMinimal Pair Word Treesの３冊である。 

仙台市

ＪＡＬＴメンバー兼仙台市教育委員会の教育顧問官は月２回ほど様々なトピックのゼミを行っている。テーマは小学校レッスンアイディア・読書力を身につけさせる方法・コミュニカティブ・アプローチ・目標達成・言語的な流暢さへ導く方法・そしてわかりやすい資料を通じての言語取得といったものを含む。

 

しかし、ＡＬＴ達はあまり参加したがならないのが現状である。なぜなら、セミナーは平日ではなく日曜日に行われ、そしてさらに、参加するには１回ごとに１０００円の参加費を支払うか、年会費１００００円もかかるＪＡＬＴに入会する必要があるからだ。これに対し、教育顧問官がセミナーの良さがＪＥＴコミュニティの間でより知られれば知られるほどＪＡＬＴ仙台支部に関心を持ってくれるＪＥＴ参加者の数が増えることを期待している。  

ＪＡＬＴ

 

ＡＪＥＴはここ最近、ＪＡＬＴとの関係を強化してきた。我々はＪＥＴプログラムのセミナーでＪＡＬＴに発表をしてもらったり、ＪＥＴ参加者のＪＡＬＴ研修会への出席許可をお願いしたりして、ＪＥＴ参加者の教授能力の向上および教育に対する興味の深化を図っている。ＪＡＬＴ地方支部との関係を強めることを通じて、より多くのＪＥＴ参加者にこのプロフェッショナル教員のコミュニティと交流できるチャンスを与えることができる。この提携は教員としての改良に取り組んでいるＪＥＴ参加者に大切なネットワークとなる。

ＡＪＥＴの提案 

ＪＥＴプログラム日本での教育・教材ハンドブック（CLAIR Resource Materials & Teaching Handbook）

内容は年々大して変わりはしないので、前任者にもらった過去のバージョンを引き継ぐＡＬＴにとってためにならない恐れがある。そのため、修正段階で、教員資格を持っているＪＥＴ参加者に内容の編集や記事の選択などを頼む。

 

実行法

第一パターン：新しいレッスン企画とアイディアをＪＥＴ参加者に募集すること。

第二パターン：来る出版物の改訂にあたって、３～４名のＪＥＴ参加者を構成するチームを作成すること。募集はクレアの隔月ニュースレターとＡＪＥＴの毎月発行ニュースレターを通して行う。募集に伴うやり取りをインターネットで行えば、両者への経済的負担を削減することができる。

クレアオンラインフォーラム

多数の回答者がネット上に資料があれば、ＪＥＴ参加者のためになるのではないかと提案した。ＡＪＥＴも同様に、オンラインフォーラムをよりＰＲする、またはＪＥＴ参加者コミュニティ間の認知度を上げることで、ＪＥＴたちが自らレッスンプランを投稿したり、他の人によるレッスンプランをコメント、修正、そして利用したりすると考えている。

実行法

· クレアニュースレターを活用し、ＪＥＴ参加者にオンラインフォーラムの存在を思い出させる（ＵＲＬの掲載）。また、フォーラムは全国のＪＥＴ参加者と授業計画や教えるコツなどについて話し合える場として宣伝する。

デモンストレーションビデオ

小中高学校の全てのレベルにおけるチームティーチングの映像を紹介ビデオにし、ＪＥＴ参加者に日本での英語教育の様子を見せるのみならず、何をしたら自分の授業をより効果的なものにできる方法や理想の授業を紹介する。ビデオはネット上に載せるほか、来日直後東京オリエンテーションおよび県別オリエンテーションなどで上映する。

ＪＥＴプログラムやＡＪＥＴ承認資料

ＪＥＴ参加者に有益な組織またはウェブサイトは数多くある。ほとんどのＪＥＴ参加者は現在、様々なウェブサイトや本などを利用し、授業計画とアクティビティを作成しているが、ＪＥＴプログラムもしくはＡＪＥＴが是認したものがあれば、それを優先して利用したいという声は大きい。

実行法

第一パターン：ＪＥＴ参加者にレッスンプランの作成にあたって、参考にしているウェブサイトについて調査を実施する。

第二パターン：ＪＥＴプログラム日本での教育・教材ハンドブック（CLAIR Resource Materials & Teaching Handbook）を編集したチームにクレアやＡＪＥＴが承認した資料をオンラインデータベースに蓄積してもらう。

 

教授通信教育課程

クレア提供の言語通信コースをモデルにした、教授理論・教授法、学習態度理論といったことを網羅しながら、受講者に日本の教育制度、そして英語指導の目的に関する情報を与えるコースの作成。

再契約予定者研究会

再契約する予定のＪＥＴ参加者を対象にした夏期教育方法コースの提供。ＪＥＴ参加者本人および受け入れ学校にとっては価値のある投資となるので、受講者に学費を負わせるのがよいのではないだろうか。
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ＡＪＥＴ・クレア・文部科学省・外務省・総務省　意見交換会


２０１０年１月１２日～１３日
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